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６月１９日、日本共産党神奈川県議団の代表質問

が行われました。私も傍聴に行きました。 

知事・議会ともに改選後初の代表質問の機会とな

り、知事の基本姿勢を問うこととなります。日本共

産党県議団は、次の 6点の質問を行いました。 

 

今後、数回にわたり質疑をご紹介していきたい

と思います。 

子どもの貧困対策の拡充を 
神奈川県はこれまで子どもの貧困対策として教

育支援に力を入れていくとしてきました。これは

「教育の支援は貧困の連鎖を断ち切り、自らの人

生を切り開く」という意味で重要ですが、現在の

貧困状態を解消するための経済的支援が後回しに

されていることは、大きな問題です。 

ひとり親は、現金給付の拡充求める要

望がダントツの 44.4% 
県が実施したひとり親アンケートでは、拡充し

てほしい制度として「児童扶養手当などの現金給

付の拡充」が 44.4％と断トツに高いです。 

沖縄県では国の補助金も活用して対

策に乗り出す 
貧困率が高い沖縄県では、県として貧困実態調

査を行い、国の補助金を活用し、基金を創設し、

貧困対策を具体的に進める市町村の支援のために

使う施策を始めました。 

県として、まずは実態調査を 
神奈川県としても、県内の子どもの生活実態を

十分に把握するための子どもの貧困実態調査を行

い、子どもの貧困対策に活用する必要がありま

す。県議団として、黒岩知事に具体的な取り組み

を進めるよう求めました。 

しかし知事は、実態調査は市町村が行うもので

県としては「現時点では県が実態調査を行う考え

はありません」と答弁。姿勢が問われます。 

「本気」で子どもの貧困対策を推進していくた

めには市町村任せ・国任せの当事者意識が欠けた

対応ではだめです。引き続き、党県議団と力を合

わせて改善を求めていきます。 

改選後初の県議会はじまる 

6/19 代表質問後に控室で懇談 


